
注意 べたさい。

●屋外ての使用や水濡れを避けてくたさい。

直射日光やストーフなとの熱が直接あたる場所や湿気・乾燥の吾

しい所ての使用は避けてくたさい。

本体の変形や変色なと、破損の原因となります。

●キャスター，扉引出しかある場合は、移動時や開閉時に手や

指なとを挟みけがの原因になりますのてこ注意くたさい。

●本製品を設置する際は、必ず二人以上て移勤・設置してくたさい。

設置場所は平らな場所に設置い背面を壁に寄せてこ使用〈たさ

し＼a

0棚板等からはみ出して、根器等を設匿しないてくたさい D

破損や転倒してけがをする恐れがあります。

0扉なと可動部のすきまに手や指なとをいれないてくたさい[

けがをする恐れがあります。

0移動の際は、収納しているものを取リ除き、必ず二人て移動して

ください。

0カラスかある場合は、カラスに強い衝撃を与えないてくたさい。

カラスは衝堅や傷に弱く、程度によっては突鉄割れ けかの原因

となる恐れかあります。

1部品の確認I

引出し組立用部品□:］いこにこj
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板前し出弓
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接着斉lII祖立ネシI棚受け 1i|』し9日パ―|9卜JI＼ーネ）I罠板止めI裏服』めネン1丸夕 jJヨノ Iスうイト丁播1丁番止めネJ

お手入れについて

合本製品の汚れは、柔らかい乾いた布て軽くふき取ってくたさい。

濡れた布てふ〈と、表面かはかれたリ笈色したリする原因となることかあります D

X裏面・別紙もよくお読み〈たさい。組み立て方などを記散しております。

x改艮のため、仕様及ひ外観は予告なく変更することがありますのて、こ了承くたさい。

形状I~| 旦
数量I 6 

虻ド€コ 1(1):::llllm,, ダ I姿 ←|⑤ ←- QI尋釦←
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テレビスタンド

天板の裏面にシャフトと引出ストッパーを取り付けます。

YTFBC900J1C 

憎

零

ー

ー

ー

0μ

苔

ー

ー

ー

シャフト

＼
 t
 

引出しストッパー

木□面

~I 既存の床や、本品に「スがつかないように布などて養竺してくたさい。
注意

臨ー

組立説明書

側板（左、右）、仕切板にジョイント金具を取り付けま
す。

シャフト差し込み用穴

: ジョイント合具 6但

（差し込む）
l 

l 

t 

側板（石）

仕切板

ジョイント金貝

ジョ／ント合貝の差し込み

は、二角マークをシャフト

差し込み戸穴の方向に向け

て差し込んてください。

5
 

裏板、地板、脚を取り付けます。

組立スジ
6本

裏板は溝に

差し込む

•裏面もよ〈お麟内〈ださい。

脚 4但
（ねじ込

側板（左、右）、仕切板に木ダポ（太）、木ダボ（細）
を取り付けます。

木ダポ（太〉

側板（石）

側板（左）

木タパ（細） 4個

それぞれのダポ穴に接着劉を塗布する

〇接着斉1」は、はみたさないようにしつかりとダポ穴に入れてください。

ダポが入リにくい場合は、ハンマ―等て車予くたたいてください。

天板に側板（左、右）、仕切板を取り付けます。

信」板（左）

天板

｀
 

．．
 

※天板に付けたシャフトに側板（左、右）、仁切板を差し込み、

ジョイント合具（力△）を締め付けてください。

企ジョイント金貝の締め付けをする際、必ず 90度から 18 0度の範団て締め
注意付けてください。焦理に口すと破囁の原因となりよすのてこ注意ください。

前幕板、引出しストッパー、棚板を取り付けます。

棚受け 4個

（差し込む）

※棚板は 3段隅可変出来ます、

搭載機器等により最適位置を

ぁ‘選びください。

ストッパーネジ

引□しストッパー

ダ六穴に接肴剤を塗布

〇覆着剤は、はみださないようにしつかりとダポ穴に入れてください。



勺I工し1月l」↑11 ¥／口） ~ （差し込む）

7-3 扉の調整。
①引出し底板を溝に差し込ぶます。

（上引出し、下引出し共通の組立方法てす）

裏板止め之シ 4木

會t~ ！尺罰後の調整 左右の調整 上下の調整

引出し底板

〈底板は、上下引出し共遥のものてす）

上引出し（差し込む〉
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